
平成20年11月18日  

東海大学校友会館「富士の間」  

午前10暗から  

衛生審議   

物 部   
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会
会
第
 
 

1．開 会   

2．審議事項  

議題1 亜硝酸プチル及びこれを含有する製剤の毒物又は劇物の指定について  
（資料No．1）  

議題2 亜硝酸3級プチル及びこれを含有する製剤の毒物又は劇物の指定について  
（資料No．2）  

議題3 亜硝酸イソプロピル及びこれを含有する製剤の毒物又は劇物の指定に  
ついて  

（資料No．3）  

議題4 ト（4－メトキシフ工ニル）ピベラジン（4MPP）及びこれを含有する  
製剤の毒物又は劇物の指定について  

（資料No．4）  

議題5 1－－（4－メトキシフ工ニル）ピペラジン一塩酸塩（4MPP一塩酸塩）及  
びこれを含有する製剤の毒物又は劇物の指定について  

（資料No．4）  

議題6  ト（4－メトキシフ工ニル）ピベラジンニ塩酸塩（4MPP二塩酸塩）及  

びこれを含有する製剤の毒物又は劇物の指定について  
（資料No」4）  

議題7 2，2－ジメチルプロパノイルクロライド（別名トリメチルアセテルクロ  
ライド）及びこれを含有する製剤の毒物又は劇物の指定について  

（資料No．5）  

議題8 アバメクチン及びこれを含有する製剤の毒物又は劇物の指定について  
（資料No．6）  

議題9 S－メチルーN－［（メチルカルバモイル）－オキシ］－チオアセトイミ  
デーート（別名メトミル）及びこれを含有する製剤の毒物又は劇物の指定  
について  

（資料No．7）  

議題10 2．4，6，8－テトラメチルー1，3，5，7－テトラオキソカン（別名メタアル  
デヒド）及びこれを含有する製剤の毒物又は劇物の指定、劇物の濃度下  
限値設定による指定の除外について  

（資料No．8）  

議題112－イソプロピルー4－メチルビリミジルー6－ジエチルチオホスフエイト  
（別名ダイアジノン）及びこれを含有する製剤の劇物の濃度下限値設定  

による指定の除外について  
（資料No．9）   



議題12 4’－メチルー2－シアノビフェニル及びこれを含有する製剤の劇物の指定の除外  
について  

（資料No．10）  

議題13 シクロポリ（3～4）［ジフエノキシ、フエノキシ（4－シアノフエノ  
キシ）及び［ビス（4－シアノブエノキシ）］ホスファゼン］の混合物  
及びこれを含有する製剤の劇物の指定の除外について  

（資料No．11）  

議題14 3，4－ジクロロー2’－シアノー1，2－チアゾールー5一カルポキサニリド（別名イソテア  

ニル）及びこれを含有する製剤の劇物の指定の除外について  
（資料No．12）  

議題15 2－［2－（4－メチルフ工ニルスルホニルオキシイミノ）チオフ工ンー3  
（2H）－イリデン］－2－（2一メチルフエニル）アセトニトリル及びこれ  

を含有する製剤の劇物の指定の除外について  
（資料No．13）   

3ゝ 報告事項  

議題16 マイクロカプセル製剤の取扱いについて  
（資料No．14）  

議題17 2uジフ工ニルアセチルー1，3－インダンジオンの毒性試験の取扱いについて  
（資料No．15）   

4．その他   

5．閉 会   
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諮   
問  書  

下記の事項について、毒物及び劇物取締法（昭和25年法律第303号）第23条の2  

の規定に基づき、貴会の意見を求めます。  

記   

亜硝酸プチル及びこれを含有する製剤の毒物及び劇物取締法に基づく毒物又は劇物の指 ノ  

定について   



亜硝酸プチル及びこれを含有する製剤の  

毒物及び劇物取締法に基づく毒物又は劇物の指定について  

′ ノへ＼ノへ。ノ㌔  

C4H9NO2／CH3（CH2）30NO  

CAS：544－16－1  

（英語名） n－Butylnitrite；Butylnitrite；Nitrousacid，n－butylester  

（日本名） 亜硝酸n－プチル、亜硝酸プチル  

経盤   

上記化学物質は、現在毒劇物指定はなされていないが薬事法の指定薬物に指定されてい  

る（脱法ドラッグ）。国立医薬品食品衛生研究所において、急性毒性ならびに刺激性に関す  

る有害性情報収集を行ったところ別紙の結果が得られた。  

坦途   

試薬。ジアゾ化合物の合成に使用。  

物理化学的性送   

別紙1を参照。  

毒性   

別紙2を参照。  

事務局案   

亜硝酸プチル及びこれを含有する製剤は、「毒物」として取り扱うことが適当と思われる。   



【別紙1】  

物理的化学的性質（原体）  

（英語名） n－Butylnitrite；  

Butylnitrite；  

Nitrousacid，n・butylester  

（日本名） 亜硝酸n－プチル；  

亜硝酸プチル  

544－16－1  

CH3（CH2）30NO  

C4H9NO2  

分子量  

物理化学的性状   

性状   

沸点 （℃）   

融点 （℃）   

相対蒸気密度   

相対比重   

蒸気圧   

溶解性  

特徴的臭気のある黄色の油性液体  

78．2℃  

3．6（空気＝1）  

0．91（4℃、水＝1）  

81．3mmHg（＝10．8kPa，25℃、推定）  

水に難溶（sparinglysoluble，推定0．1g／100mL（25℃））、  

エタノール、エーテルに可溶  

引火性及び発火性  引火性（引火点：10℃、Closedcup）  

安定性・反応性  空気と反応しやすく、水で分解  

1mL／m3（1ppm）＝4．29mg／m3（4．29llg／L）  換算係数   

UN2351（Butylnitritesとして）  

Class3（引火性液体）、容器等級ⅠⅠ、ⅠⅠI  

F；Rll（Highlyflammable）、  

T；R23／25（Tbxicbyinhalationandifswallowed）  

国連（UN）番号  

国連危険物輸送分類  

EU・Annex，【分類  

NFPA分類  

2   



【別紙2】  

毒性（原体）  

急性経口毒性   ラット  

マウス  

LD50：83mg此g  

LD50′′：171mg／kg  

急性経皮毒性  

LC50：420ppm／4H（＝1．80mg／L／4H）  

LC50：918ppm／1H（＝459ppm／4H  

＝1．97mg几／4H）  

LC50：567ppm／1H（＝284ppm／4H  

＝1．21mg几／4H）  

LC50：949ppm／0．5H（＝337ppm／4H  

＝1．45mg几／4H）  

急性吸入毒性   ラット  

（ガス）  

マウス  

刺激性  実験動物  

ヒト  軽度皮膚刺激性／気管気管支刺激性の可能性☆  7  

★：亜硝酸n一プチル含有製品として  

基盤  

1．Wood RW and Cox C，Acute oraltoxicity of butylnitrite，Journalof Applied   

lもⅩicology．1（1），30－31，1981．  

2．McFadden DP and MaickelRIミ Butylnitrites－An example of hazardous，   

noncontrolledrecreationaldrugs，ResearchCommunicationsinSubstancesAbuse，3   

（2），233－236，1982．  

3．KlonneDR，UlrichCE，WeissmannJandMorganAK，Acuteinhalationtoxicityof   

aliphatic（Cl－C5）nitritesinrats，FundamentalandAppliedTbxicology，8，101■106，   

1987．  

4．OrzelRA，Seabaugh VM，Weiss LR；Comparative toxicity ofanalogues ofamyl   

nitrite（an）afterinhalationandoraladministrationinrats，FederationProceedings，   

Federation of American Societies for ExperimentalBiology，41，1583，1982   

（abstract）．  

5．McFaddenDIミCarlson GPandMaickelRIミThe roleofmethemoglobineinacute   

butylnitritetoxicityinmice，FundamentalandAppliedTbxicology，1，448－451，1981・  

6．ReesDC，CoggeshallEM，DraganY，BreenTJandBalsterRL，Acutee鮎ctsofsome   

volatile nitritesonmotorperformance andlethalityin mice，NeurobehavlbxicoI   

Tbratol．8（2），139－142，1986．  

7，WoodRWTheacutetoxicityofnitriteinhalants，InNIDA（NationalInstituteon   

DrugAbuse）ResearchMonograph83（Healthhazardsofpitriteinhalants，Eds：   

HaverkosHWandDoughertyJA），PP．28－38，1988．  

3   



名称資料  

亜硝酸プチル  

／′＼v′＼廿／㌔  

Butylnitrite   

＜命名根拠二＞  

IUPAC Aql・2のプチル（butyl） cH。h（CH2）2－CH2一  

亜硝酸（ni七rite） oNO   

O 
＼Nク0  

との結合なので、   

Butylnitrite  

日本語に字訳すると、   

亜硝酸ナチル   



ゝ  

資料  2  

厚生労働省発薬食第1107066号  

平成 2 0 年11月 7 日  

薬事・食品衛生審議会会長  
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下記の事項について、毒物及び劇物取締法（昭和25年法律第303号）第23条の2  

の規定に基づき、貴会の意見を求めます。   

亜硝酸3級プチ′し及びこれを含有する製剤の毒物及び劇物取締法に基づく毒物又は劇物  

の指定について   



亜硝酸3級プチル及びこれを含有する製剤の  

毒物及び劇物取締法に基づく毒物又は劇物の指定について  

。 。一一汁＼十  
C－1I19NO2／（CH3）30CON（二）  

CAS：540－80－7  

星塾 （英語名） tert：Btltylnitrite：NitrotlSaCid．terfr－butylester‥  

Nitrousacidl．1－dimethylet，herester  

（日本名） 亜硝酸第3級プチ／レ、亜硝酸tert√－プチル、亜硝酸t′－プチル  

、i一三   

上記化学物質は、現在毒劇物指定はなされていないが薬事法の指定薬物に指定されてい  

る（脱法ドラッグ）。国立医薬品食品衛生研究所において、急性毒性ならびに刺激性に関す  

る有害性情報収集を行ったところ別紙の結果が得られた。  

坦途   

ジェット燃料。  

物理化学的性選   

別紙1を参照。  

毒性   

別紙2を参照。  

事務局案   

亜硝酸3級プチル及びこれを含有する製剤は、「劇物」として取り扱うことが適当と思わ  

れる。   



【別紙1】  

物理的化学的性質（原体）  

（英語名） tert・Butylnitritre：  

NitrOuSaCid．tert－butylester：  

Nitrousacidl．1－dimethyletIherester  

（日本名） 亜硝酸第3級プチル；  

亜硝酸1ert－プチル：  

亜硝酸1－プチル  

540・80－7  

（（〕H3）30（〕ONO  

C4H9NO2  

分子量  

物理化学的性状   

性状   

沸点 （℃）   

融点 （℃）   

蒸気密度   

比重   

蒸気圧   

溶解性  

澄明な黄色の液体  

6：〕℃  

3．6（空気＝1）  

0．87g／mL（20℃）  

水に難溶（slightlysoluble）、  

エタノール、エーテル、クロロホルムに可溶  

引火性及び発火性  引火性（引火点：一11〔C、Closedcup）  

安定性・反応性  常態で安定、光で分解、酸化性あり  

換算係数  1mL／m3（1ppm）＝4．29mg／m3（4．29llg／L）  

国連（UN）番号  

国連危険物輸送分類  

EU－AnnexI分類  

UN2351（Butylnitritesとして）  

Class；〕（引火性液体）、容器等級ⅠⅠ、Ill  

F：Rll（Highly壬1ammable）、  

Ⅹn：R20／22（Harmfulbyinhalationandifswallowed）  

NFPA分類  

2   



【別紙2】  

毒性（原体）  

試験の種類  供試動物  試験結果  文献  

急性経口毒性   マウス   LD50‥307mg／kg丈  1  

急性経度毒性  

急性吸入毒性   マウス  LC50：10852ppm／1H（＝5426ppm／4H）  

（ガス）  

刺激性  実験動物  

ヒト  軽度皮膚／眼／気管気管支刺激性の可能性柚  3  

丈＝95％信頼性限界区間：22什426mg／kg  

式∵大：アルキル亜硝酸類として  

1・McFaddenl〕P and MaickelRP Butylnitrites －An example of hazardous，   

JlOnCOl〕trOlledrecreationaldrugs．ResearchCommunicationsinSubstancesAbuse．  

3（2）．233－2：〕6フ1982．  

2．McFaddenl〕P CarlsonGPandMaickelRP Therole ofmelrhemoglobineinacute  

butylnitrite toxicltyln mice，Fundamentaland Applied Tbxicology．1．448T451，  

1981．  

3，WoodRW The acute tOXicityofnit′rit．einhalants，1n NIDA（Nationa11nstituteon   

DrugAbuse）ResearcllMonograph83（Healt，h hazardsofnitriteinhalantS．Eds：   

HaverkosHWandDoughertyJA），pp．28－38，1988．  

：i   



名称資料  

＜命名根拠＞  

IUPAC CL16．11の3級プチル（3級butyl） （CH。）。－CO－  

×  
亜硝酸（nitrite） ONO   

O 
＼Nク0  

との結合なので、   

3級Butylnitrite  

日本語に字訳すると、   

亜硝酸3級プチル   
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諮   
問  童 l≡ヨ  

下記の事項について、毒物及び劇物取締法（昭和25年法律第303号）第23条の2  

の規定に基づき、貴会の意見を求めます。   

亜硝酸イソプロピル及びこれを含有する製剤の毒物及び劇物取締法に基づく毒物又は劇  

物の指定について   



亜硝酸イソプロピル及びこれを含有する製剤の  

毒物及び劇物取締法に基づく毒物又は劇物の指定について  

C3H7NO2／（CH3）2CHONO  

CAS：541－42－4  

（英語名）Isopropylnitrite：Nitrousacid，isopropylester：  

2‾Propanolnitrrite：Nitrousacidl－metllylethylester  

（日本名） 亜硝酸イソプロピ／レ  

経盤   

上記化学物質は、現在毒劇物指定はなされていないが薬事法の指定薬物に指定されてい  

る（脱法ドラッグ）。国立医薬品食品衛生研究所において、急性毒性ならびに刺激性に関す  

る有害性情報収集を行ったところ別紙の結果が得られた。  

坦途   

ジェット燃料。医薬品中間体。  

物理化学的性迭   

別紙1を参照r 

蔓性   

別紙2を参照。  

事務局案   

亜硝酸イソプロピ′レ及びこれを含有する製剤は、「毒物」として取り扱うことが適当と思  

われる。   



【別紙1】  

物理的化学的性質（原体）  

（英語名）Isopropylnitrite：  

NitrOuSaCid，isopropylest′er：  

2－Propanolnitrite：  

NitrOuSaCidl－methylethylester  

（日本名） 亜硝酸イソプロピ′レ  

541・42－4  

（C113）2CHONO  

C3H7NO2  

分子量  

物理化学的性状   

性状   

沸点 （℃）   

融点 （℃）   

相対蒸気密度   

相対比重   

蒸気圧   

溶解惟  

淡黄色の油性液体  

40℃  

ー（空気＝1）  

0．84（25℃、水＝1）  

水に不溶、  

エタノール、エドテルに可溶  

引火性及び発火性  

安定性・反応性  

換算係数  1mL／m3（1ppm）＝3．64mg／m3（3．6411g／1」）  

国連（UN）番号  

国連危険物輸送分類  

EU－AnnexI分類  

NFPA分類  

2   



【別紙2】  

毒性（原体：  

試験の種類  供試動物  試験結果  文献  

急性経口毒性  

急性経度毒性  

急性吸入毒性 ラット   LC50‥1250mg／m3／4H（＝1．25mg／L／4H）  1  

（蒸気）  マウス   LC50‥2800mg／m3（＝2．8mg／L）（暴露時間不明）  2  

刺激性  実験動物  

ヒト  軽度皮膚／呼吸器支刺激性の可能性☆  3．4，5  

女：アルキル亜硝酸類として  

文献  

‖1bxicometric ParametersofIndustriallbxic ChemicalsUnderSingleExposure，一T  

Izmerov，N・F・，etal・．Moscow、CentreofInternationalProjects．GKNT，1982Ⅵ）1．T，Pg．  

79，19821－TbxicometricParamet即SOfIndustrialrrbxicChemicalsUnderSingle  

Exposure，一Tzmerov，N．F‥etal．．Moscow、CentreofInternationalProjects．GKNT，  

1982（一，79，1982）】（入手不可）  

GigienaTrudaiProfbssional．nyeZabolevaniya（LaborHygieneandOccupational  

Diseases），10（10）、29・，1966．（入手不可）  

3・BulpittDC：Noble－NesbittD：CarreiraJE鮎ctsofexposuretoisopropylnitrite，  

Occupafionalmedicine，48（5），345・346，1998．  

4・HaverkosHWKopsteinAN，WilsonHandDrotmanP NitriteTnhalants：HistOry，  

Epidemiology、andPossibleLinkst′OAIDS，EnvironHealthPerspect，．102，858－861，  

1994．  

5・WoodRW Theacute toxicityofnitriteinhalants，In NIDA（NationalInst，ituteOn   

DrugAbuse）ResearchMonograph83（flealth hazardsofnitrit√einhalants，Eds‥   

HaverkosIIWandr）oughertyJA），pp．28－38，1988．  

：う   



名称資料  

亜硝酸イソプロピル  

H。。 ユノJ、 こ  

isopropylnitrite   

く命名根拠＞  

IUPAC C‾2・25のイソプロピル（isopropyl）（CH。）2－CH－  

／⊥  

亜硝酸（n二Ltrite） oNO   

O 
＼Nク0  

との結合なので、  

isopropyl nitrite 

日本語に字訳すると、   

亜硝酸イソプロピル   
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諮   
問  

下記の事項について、毒物及び劇物取締法（昭和25年法律第303号）第23条の2  

の規定に基づき、貴会の意見を求めます。  

1血（4－－メトキシフエニル）ピペラジン（4MPP）及びこれを含有する製剤の毒物  

及び劇物取締法に基づく毒物又は劇物の指定について   



厚生労働省発薬食第1107069号  

平成 2 0 年11月 7 日  

薬事・食品衛生審議会会長  
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諮   
問  ∃宣 Eヨ  

下記の事項について、毒物及び劇物取締法（昭和25年法律第303号）第23条の2  

の規定に基づき、貴会の意見を求めます。  

】－（4－メトキシフユニル）ピペラジンー塩酸塩（4MPP山塩酸塩）及びこれを含  

有する製剤の毒物及び劇物取締法に基づく毒物又は劇物の指定について   
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厚生労働省発薬食第1107070号  

平成 2 0 年11月 7 日  
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諮   
問  

下記の事項について、毒物及び劇物取締法（昭和25年法律第303号）第23条の2  

の規定に基づき、貴会の意見を求めます。  

記  

1－（4－メトキシフユニル）ピペラジンニ塩酸塩（4MPP二塩酸塩）及びこれを含  

有する製剤の毒物及び劇物取締法に基づく毒物又は劇物の指定について  



1・（4－メトキシフエニル）ピペラジン（4MPP）類及びこれを含有する製剤の  

毒物及び劇物取締法に基づく毒物又は劇物の指定について  

1．4MPP   

（】11H16N20  

CAS：38212－30－5  

（英語名）1－（4－Methoxyphenyl）piperazine；4－Methoxyphenylpiperazine；  

N一（4－Methoxyphenyl）piperazine；Paraperazine：MeOPfミ4MPP  

（日本名）1－（4・メトキシフェニル）ピペラジン、4MPP  

2．4MPP一塩酸塩  

CllH16N2O．HCI  

CAS：；∃4145－4ニ〕－7  

（英語名）1・（4－Methoxyphenyl）piperaziniumchloride：4MPPHCl  

（日本名）1－（4－メトキシフェニル）ピペラジンー塩酸塩、4MPP一塩酸塩   

名称  



3． 4MPP二塩酸塩  

CllHl（5N2（〕．2Ⅰ1Cl  

（］AS：38869－47－5  

星昼 （英語名）1－（4－Methoxyphenyl）piperazin－1A・diyliumdichloride：  

1．（4－Metl10Xyphenyl）piperazinedihydrochloride；4MPP2HCl  

（日本名）1－（4一メトキシフェニル）ピベラジンニ塩酸塩、4MPP二塩酸塩  

経運   

上記化学物質は、現在毒劇物指定はなされていないが薬事法の指定薬物に指定されてい  

る（脱法ドラッグ）。国立医薬品食品衛生研究所において、急性毒性ならびに刺激性に関す  

る有害性情報収集を行ったところ別紙の結果が得られた。  

凪途   

試薬。脱法ドラッグ。正規用途不明。  

物理化学  

別紙1を参照。  

毒性   

別紙2を参照。  

事務局案  

1一（4－メトキシフエニル）ピペラジン（4MPP）類及びこれを含有する製剤は、「劇物」とし  

て取り扱うことが適当と思われる。  

2   



【別紙1】  

物理的化学的性質（原体）  

4MPP  4MPP一塩酸塩  4MPP二塩酸塩  

英語名：  

1T（4－Methoxyphenyl）p  

lperaZine；  

4・Methoxyphenylpipe  

razine：MeOPP4MPP  

日本孝一：  

1－（4一メトキシフェニ  

ル）ピベラジン 、4MPP  

英語名：  

1－（4－Methoxyphenyl）p  

lperaZinium chloride；  

4MPP HC1 

日本名：  

1－（4・メトキシフェニ  

ル）ピベラジンー塩酸  

塩、4MPP一塩酸塩  

英語名：  

1－（4－Methoxyphenyl）p  

iperazin－1，4－diylium  

dichloride：  

4MPP 2HC1 

日本名：  

l－（4一メトキシフェニ  

／レ）ピペラジンニ塩酸  

塩、4MPP二塩酸塩  

CAS番号  38212－；う0－5  34145－43－7  38869－47－5  

分子式  CllH16N2（〕  CllH16N20．fiCl  （二11H16N20．2HCl  

分子量  

外観  黄色～褐色の固体（液  

体との記載もあり）  

130－1：∃；∃℃  

40－42 ℃、 42－47 ℃  

淡褐色～褐色の粉末  

沸点（℃）  

融点（℃）  248－250℃  

（26ト262℃の記載もあり）  

相対蒸気密度 －（空気＝1）  

相対比重  －（水＝1）  

蒸気圧  

（空気＝1）  

（水＝1）  

（空気＝1）  

（水＝1）  

溶解性  水に可溶（一部情報） 水に可溶（推察）  水に可溶（slightlysol）  

引火点  ＞230F（＞110℃）  

安定性・  

反応性  

換算係数  1mI．／m3（1ppm）＝1mL／m3（1ppm）＝1mL／m3（1ppm）＝  

7．86mg／m3  9，35mg／m3  10．8mg／m3  

国連番号  

国連危険物   

輸送分類  

EU分類  

NFPA分類■  

：〕   



【別紙2】  

毒性（原体）   

4MPP類の急性毒性に閲し唯→得られた知見は、以下であった。当該文献での物質名は  

4MPPあるいは1－（4－met／hoxyphenyl）piperazineであるが、記載内容から4MPP二塩酸塩  

（CAS：3886ミ）－47・5）の知見と判断した。  

● ddy雄「7ウスに4MPPを100、250および500mg／kgの用量で強制経口投与したとこ  

ろ、500mg几gでは死亡個体が確認された（文献1）。  

● 急性経［］毒性試験法（TG423）を参考に準じ、ddy雄マウスを用い試験した結果、LD5O   

クラスは200～3OO mg／kgであった。4MPPの300mg／kg投与による死亡個体数は6   

例中4例であった（最初∴〕例のマウスにこう00mg／kgを投与したところ、1例が死亡し  

た。再度3例のマウスに同用量を投与したところ、：i例全例が死亡）（文献2）。  

● マウス行動量に及ぼす作用を検討する試験において、4MPPを25、50，100及び200   

mg／kgの用量で投与した結果、200mg／kgでは6例中4例が死亡した（文献2）。  

上記知見をまとめると、4MPP二塩酸塩を200mg／kgおよび300mg／kgの用量でマウス  

に経口投与したところ、それぞれ4／6例、4／6例が死亡した。100mg／kg投与における死亡  

の有無については言及されておらず、死亡例はなかったものと推察される。これらの結果  

から、4MPP二塩酸塩のマウス経口急性毒性（LI）50）値は、100～200mg／kg（150mg／kg程  

度）にあると考えられる。   

なお、4MPP額の刺激性に関する実験動物での知見は認められなかったが、4MPP額の  

MSDS には刺激性の可能性が記載されている。しかしながら、皮膚腐食性あるいは眼の重  

篤な損傷性を示唆するものではないと判断される。  

文献  

1．厚生科学研究費補助金 医薬安全総合研究「不正流通薬物対策に関する研究（主任研究   

者：平井俊樹）」、平成14年度総括・分担研究報告書【平成15年3月pl；∃5～1；∋9］「い  

わゆる“ケミカルドラッグ”の実験動物の行動に及ぼす影響」  

2．厚生科学研究費補助金 医薬安全総合研究「不正流通薬物対策に関する研究（盲二任研究   

者：平井俊樹）」、平成15年度総括・分担研究報告書【平成16年：〕月pl19～122】「新  

規麻薬指定成分のケミカルドラッグのマウス行動量に及ぼす作用」  
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名称資料  

1一（4－メトキシフエニル）ビペラジン（4MPP）  

「H 

∩
㌻
 
 

1－（4“Methoxyphellyl）pipeI、azin  

く命名根拠二＞   

川PAC B－2．12〔r）どベラジン（piperazille）  

2
 
 
 
7
－
 
 
 
］
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－
C
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／
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－
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H
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H
 
 

PIPeraZine  

の4位にIUPPAC A－13．1及びC－205のメトキシフエニルが付いている。  

以上の骨格標記をまとめて、1－（4－Methoxyphenyl）piperazineと標記する。  

これを日本語に字訳すると、  

1－（4一メトキシフエニル）ビペラジン（4MPP）   
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厚生労働大臣 埠 妻恭  

諮   
問  書  

下記の事項について、毒物及び劇物取締法（昭和25年法律第303号）第23条の2  

の規定に基づき、貴会の意見を求めます。  

記   

2，2－ジメチ′レプロパノイルクロライド（別名トリメチルアセチルクロライド）及び  

これを含有する製剤の毒物及び劇物取締法に基づく毒物又は劇物の指定について   



2、2－ジメチルプロパノイ／レクロライド（別名トリメチ／レアセチルクロライド）  

及びこれを含有する製剤の  

毒物及び劇物取締法に基づく毒物又は劇物の指定について  

C5H9ClO／（CH3）3CCOCI  

CAS：3282・30－2  

（英語名） Trimetllylacetylchloride：Pivaloylchlorideこ  

2，2－Dimethylpropanoylchloride；PVCL  

（日本名） トリメチルアセチルクロライド、ビバロイルクロライド、  

塩化ビバロイル  

経重量   

上記化学物質は、平成18年度の調査会において、データの精査が必要との回答を得た物  

質である。国立医薬品食品衛生研究所において、再度、急性毒性ならびに刺激性に関する  

有害性情事糾文集を行ったところ別紙の結果が得られた。  

盟途   

農薬や医薬品製造における反応用中間体。反応用試薬。  

物  

別紙1を参照。  

毒性   

別紙2を参照。  

事務局案   

2，2－ジメチルプロパノイルクロライド（別名トリメチルアセチ／レクロライド）及びこれを  

含有する製剤は、「毒物」として取り扱うことが適当と思われる。  

l   



【別紙1】  

物理的化学的性質（原体）  

（英語名） Trimethylacetylchloride；Pivaloylchloride；  

2，2・Dimetllylpropanoylchloride：PVCL  

（日本名） トリメチルアセチルクロライド、  

ピバロイルクロライド、塩化ビバロイル  

CAS番号  3282－30－2  

化学式   

示性式   

分子式  

（CH3）3CCOCI  

C5H9ClO  

分子量  

物理化学的性状   

性状  

i弗点 （℃）   

融点 （℃）   

相対蒸気密度   

相対比重   

蒸気圧   

溶解性  

特徴的臭気のある無色の液体  

107℃  

－56℃  

4．2（空気＝1）  

1．00（水＝1、20℃）  

47mbar（＝4．7kPa、20℃）  

水で分解、エーテルに可溶  

引火性及び発火性  引火性（引火点：14℃）  

発火点：455℃  

爆発限界（下限一上限）：1．9－7．4vol％  

安定性・反応性  常態で安定、水と反応  

換算係数  1mL／m3（1ppm）＝5．01mg／m3（5，0111g／L）  

国連（UN）番号  

国連危険物輸送分類  

UN2438  

Class6．1（毒物）、容器等級Ⅰ、副次的危険性Cla∬3（引火性液体）  

および8（腐食性物質）  

EU・AnnexI分類  

NFPA分類  

2   



【別紙2】  

毒性（原体）  

試験の種類  供試動物  試験結果  文献  

急性経口毒性  ラット  LD50：約1500mg／kg  

LD50：約1178mg／kg  

LD50：638mg／kg  

急性経度毒性   ウサギ   LD50：＞2010mg／kg  4  

急性吸入毒性   ラット  LC50：100ppm（0．5mg／L）／4H  

（蒸気）  LCo（0／；3例死亡）：96ppm（0．48mg／IJ）／4H，  

LClOO（3／3例死亡）：233ppm（1．2mg／L）／4H  

LC50：500ppm（2．5mg／L）  

2   

5  

5   

4．6   

6   

6  

（LC50：14～20ppm（0，07～0，1mg／L）／4H）＊  

LC50∴〕6～64ppm（0．18～0．32mg／L）／4H東大  

マウス  

皮膚腐食性、眼刺激性（重篤な眼の損傷）東女宋  2，4   刺激惟  ウサギ  

★：ⅠしTCLH〕における記載（ミスト暴露換算と推察、下と同じ文献のため、参考扱いとする。）  

☆☆：米国OTS収載文書（文献6のこと）における記載（蒸気／vaporと記載）   

【次の知見に基づく：O，565mg／L／0．5H；1／4例死亡、0．890mg／L／0．5ftI；3／4例死亡、3．129mg／L／0・5H；  

3／4例死亡］  

☆☆☆：具体的データはない  

文献  

1．BASF AG；Abteilung Tbxicologie，unVerOeffbntlicht′e Untrersuchung，79／626vom   

15．12．1980．（入手不能）  

2．BASFAG；AbteiluIigTbxicologie．unveroe鮎ntlichteUntersuchung，ⅩⅤⅠII／370vom   

26．03．1969．（入手不能）  

3．EtudeSNPE／profbsseurG，PAULETdu20Mars1978．（入手不能）  

4．企業製品MSDS（資料として入手済）  

5．TSCATS；OTSO544099．Doc．I．D．88・920005125．12，08．1992：Sponsor：Eastman   

KodakCo．．Rochester，NY．（資料として入手済）  

6．TSCATSこOTSO5；38315．Doc．Ⅰ．D．88－930000052、16．11．1992：Sponsor：ShellOilCo．，   

Houston、TX．（資料として入手済）  

：〕   



名称資料  

●  

‾叫－－■仙‥・＝－■一－●：■●  

＜命名根拠＞   

この物質はプロパノイルpropanoyl  jし㌦＼、  の1位に塩素  

Cloride（Cl）が付加しているのでpropanoylchlorideとなる。また、PrOPanOyl  

の2位にmethyl基（一CH3）が2つ付加しているので、2，2－dimethylpropanoyl  

となる。   

以上を合わせると、2，2－dimethylpropanoylchlorideとなる。   

これを字訳すると、  

2，2－ジメチルプロパノイルクロライド となる。   
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下記の事項について、毒物及び劇物取締法（昭和25年法律第303号）第23条の2  

の規定に基づき、貴会の意見を求めます「  

記   

アバメクチン及びこれを含有する製剤の毒物及び劇物取締法に基づく毒物又は劇物の指  

定について  
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アバメウキ、′げ∴′rしノ（ウ千ニ Bla 上下∴′トズニ′プチニノBll〕の混合物。正式名祢  

は別紙名称資料のとおり∴j 放びこれむ含有する製剤しr】毒物及び劇物取締法に基  

づく毒物及び劇物の指定について  

「  
【  

丁て＝㍍丁う二㌫岳i云  77べ／しメタチこ／Bla  

星墜   

（英語名）abamectin   

（日本名） アバメクチン  

経緯   

上記物質は、まだ日本では農薬登録はされていない物質であるが、今般、1．  

8％製剤の農薬登録申請書が提出され、原体及び製剤の毒性試験データが提出さ  

れたため、毒物及び劇物の指定の検討を行うものである。  

担途   

農薬（殺虫・殺ダニ剤）  

物理化学的性状  

別紙1を参照  

蔓性   

別紙2を参照  

事務局案   

アバメクチン及びこれを含有する製剤（ただし、アバメクチンとして1、8％以  

下を含有するものを除く。、）を毒物に、アバメクチン1．8％以下を含有する製剤  

を劇物に指定することが適当と思われる。   



物理的化学的性質  

【  

Blt 【  

】■アべ、く′′7ニト、ノ  
＝  

坤レー  

ト1                   叫ノ・  

1  

巨  
i        t】  

‖  

アペルメクチンBla：Cご18H720ト1   

アペルメクチンBlb：C47H7001」1   

71751・41－2［アベ／レメクチンBlaとBlbの混合物に対して］   

アペルメクチンBla：65195・55・3   

アペルメクチンBlb：65195・56・4  

アべ／レメクチンBla：873．1   

ア／ヾ／レメクチンBlb：859．1   

頬白色結晶粉末（25℃）   

融点で分解するため測定不能   

161．8L〕c ～169．4こ）c   

1．18±0．02g／cm3（：22℃）   

＜3．7 ニく10▼6Pa 

1．21±。．15mg几  



毒性   

原体  

の  供試動物   試験結果   備考   

毒  ラット  1」D5。：♂232111g／kg  GしP（2001）  

♀214mg／kg  

ラット  1」D50：♂8．7mg／kg  GLP（1981）   

♀12．8mg／lくg  

毒ノ  ラット   LD5。：♂♀〉330mg／kg   GLP（1985）   

性   ラット  LD5。：♂♀くO．21mg／L   GLP（2001）  

ラット  1」D50：♂〉0．051mg／L   GLP（2003）   

♀〉0．034mg／L，く0．051mg／L  

モルモット  陰性   GLP（2001）   

ion）  

マウス   陰性   GLP（2006）   

パ節法）  

試験  

急性経口  

急性経度  

急性吸入肴  

（ダスト）  

皮膚感作性  

（Maximizati  

皮膚感作性  

（局所リン  

1．8％製剤  

壷類   供試動物   試験結果   備考   

性   ラット   LD50：891mg／kg   GLP（2004）   

性   ラット   LD5。二〉5050mg／kg   GLP（2004）   

性   ラット   LD5。：〉5．04rng／L   GLP（2004）  

ウサギ   刺激性なし   GLP（2004）  

ウサギ   軽度の刺激性   GLP（2004）  

モルモット  感作性なし   GLP（2004）   

試験の種  

急性経口毒ノ  

急性経度毒一  

急性吸入毒ノ  

皮膚刺激性  

眼刺激性  

皮膚感作性   



‡ノ1和宣封  

ーナノ ミルメ ノ′7キニ 
′iぅ1L∴Fうよび㍗∴＼′Lニノ ッチンt；】b  

OC  H3  

． 

〇
 
 

＼
1
ノ
 
 

OH   

アべ／レメクチンBla二  

（10E14巳16E22Z）一（1尺4S，5－S，6S，6■尺8尺12S，13S，20尺，21尺，24Sト6’－【（S）－SeC   

－butyl］－21，24－dihydroxy－5F．11．13，22－tetramethyt－   

2－OXO－3，7，19－trioxatetracyc10【15・6・1・148・020・24］pentacosa－10，14，16，22－tetraene－   

6－SPiro－2T－（51，6’－dihydro－2’H－Pyran）－12pyF   

2，6－dideoxy－4－Op（2．6－dideoxy－3－Oqmethyl－α－L－arabino－hexopyranosyl）－   

3－○－methyl－α－L－arabino－hexopyranoside  

アペルメクチンBlb：  

（10E14E16∈■，22Z）一（1尺4S，5－S，6SJ6■尺8尺12S，13S，20尺21尺24S）－   

21，24－dihydroxy－6’－isopropyト5’，11，13，22－tetramethyI－2－OXO－3，7，19－   

trioxatetracyclor15．6・1L1418．020241pentacosa－10、14、16．22Ttetraene－6－   

SPiro－21－（51，6’－dihydro－2rH－Py「an）－12－yI   

2，6－dideoxy－4－○－（2，6－dideoxy－3－○－methyトα心arabjno－hexopyranosyl）－   

3－ONmethyトcL－L－arabino－hexopyranoside  

上記構造  

式におい  

て R がエ  

チル基で  

あるもの  

に該当  

上記構造  

式におい  

て R がメ  

チル基で  

あるもの  

に該当   



命名の根拠  

riJP舟L耐菅＝リt州に従っ－  ノ†Jニ；上 Ⅰれニ‡J  rプ環±して音義し下記し′′√ノ  

ように番号日工ナをトキい、酸素；〕上位H≒ 霊  計 25ト7－「己ナト＝〕なる  

tl－ioxate廿ac†7Clo【15．6．1．1榊びし）・ゴ1］pentacoさa骨格を基本骨格上し－′一命名すう＝また6  

位にスヒロ請合しノたシヒド ロビラン環については1’＼ノ6’し？－、）番号付けを膏った。  

trioxatetl・ごu：yClo［15．6．1．1i18．0コO2i］pel－taCOSa骨格はiO（E）、1封E）、16（E）、22（Z）位に  

各配置（ン〕1／つし7）すレ「インを含むこ12′位にはヘキサビラノ」一二▲げ〕2量体である  

2，6－dideoxy－4－○一（2，6－dideoxy－3－0－methyトc（－L－arabino－hexopyranosyZ）－3－  

0，methyLu－LaI7］bino－hexopyranosideがゲTiコシド結合Lていう また、1、4、5’、  

6、6’、∈∋、12、13、20、21、24は不葦であるのでそれぞれの絶対配置を示す 

二‾‥ 

ニ＝  OC  H3  

（i）R＝Et（avermectinBla）  

（ii）R＝Me（avermectinBlb）  

OH   

また上記構造式中Rは、aVermeCtinBlaではエチル基、Blbはメチル基に相当する。  

以上のことから、次のように表記される。  

アペルメクチンBla：  

（10E，14E，16E22Z）－（1R，4S，5’S，6S，61尺8R，12S，13S，20R，21R，24S）－6■－【（S）－SeC－butyl］－21，24－dihy  

droxy－5’，11，13，22－tetramethyl－2－0×0－3，7，19－trioxatetracyc10【15．6．1．1」・8，02O21pentacosa－10，14，16，  

22－tetraene－6－・SPiroT2’－（5’，6T－dihydro－2’H－Py「an）－12－y1  

2，6－dideoxy－4・・○－（2，6－dideoxy－3－○－methy［－CL心aI7）bino－hexopyranosy［）－3－○－methyトct－L－arabino－  

hexopyranoside  

アべ／レメクキンBlb：  

（10E14E，16E，22Z）－（1R，4S，5■S，6S，61R，8R，12S，13S．20R，21R，24S）－21，24－dihydroxy－6l－isopropy  

ト5’711，13，22ptetramethyト2－0×0－3，7，19－trioxatetracyclo［15，6，1．14呂．020124］pentacosa－10，14，16，22－te  

traene－6－SPiro－2一－（5．，6’－dihydro－2’H－Pyran）－12－yI  

2，6qdideoxy－4－○－（2，6－dideoxyT3－○－methyトcL－L－aI7）bino－hexopyranosyI）－3－0－methyl－CL－L－arabino－  

hexopyranoside   



∴頼十ド言［㌧′・一 に「け語手託さフ∫l三  

Oj巳卜璽3  

」 

OeH3 
． 、、 ？：⊥〈ユ．．〈？ H 
3Cr＼0ノ／■■0  

ー
 ＼
 
 

〔
 
 

り CH3  

H
O
 
 

H3Cr ＼0  

:i 

＝3C一り■’＼   

㌔ 
OH  

0
 
0
 
 

H
 
 

アペルメイ7チニlう1a：  

（1叱14君16どコ2∠卜（1尺 45こ 5’∫ 65こ（う1尺 8尺12⊥ミ135こ 20尺 上記構造式   

2用24．5ト6’－［（5卜∫Prプチルト21，2・4ジヒドロキシ5’，11，13，においてR  

22テトラメチ′レ2－オキソー3，7，19一一トリオキサテトラシクロ  がエチル基  

［15．6．1．1l・只．02〔｝′ご1］ベンダコサー10，14，16，22一テトラェン6スピロ  であるもの  

に該当  2’－（5’，6’－ジヒドロづ’伊ピラント12イル＝2，6－－ジデオキシ  

41r（2一．6－ジデオキシー3－伊メチ／レα－L一甜・〟抽70ヘキソピラノシ  

／レト3－／フメチルーα－L一皿作法有紀「ヘキソピラノシド   

アベ／レメクチンBlb：  

（10芭1甥16E22∠ト（1月45；5，∫65こ6，尺8尺125；13Lミ2叩 上記構造式  

21月24Lカー21，24∵ゾヒドロキシー6，イソプロビルー5，，11，13，22一 においてR  
がメチル基  

であるもの  

に該当   

テトラメチ／レー2オキソー3，7，19－トリオキサテトラシクロ  

［15．6．1．1‾1，呂，00〔〕・2－1］ペンタコサrlO，14，16，22一テトラエンー6－スビロ  

ー2’一（5’，6’ジヒドロー2’伊ビラン）1㌣イ′レ＝2， 6肝ジデオキシ  

ー4一〔ト（2，6－ジデすキ シー3什メチ／レーα一L（汀〟ろわ7。－ヘキソピラノシ  

′レト：〕一クメチ′レ〔tl．－〟J・α占／J7（フーへキソビラノシド  
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三十‾＿‾l「‥＿‾  
厚生労働省驚薬食第1107073号  

平成 2 0 年11月 7 日  

薬事・食品衛生審議会会長  

望 月 正 隆  殿  

h  

て
 
 

要
 
 

恭
 
 
 

厚生労働大臣 舛  

諮   
問  

下記の事項について、毒物及び劇物取締法（昭和25年法律第303号）第23条の2  

の規定に基づき、貴会の意見を求めます。   

S－メチルーN－［（メチルカルバモイノレ）－オキシ］mチオアセトイミデート（別名メ  

トミル）及びこれを含有する製剤の毒物及び劇物取締法に基づく毒物又は劇物の指定につ  

いて   



S－メチルーN一二（メチルカルバモイ′レトオキシ］－チオアセトイミデート（別名：メトミル）及びこ  

れを含有する製剤の毒物及び劇物取締法に基づく毒物及び劇物の指定について  

0  

＼  。人N／CH3  
H  

CH3＼アN  

名塵   

（英語名）Spmethyl－N－（methylcarbamoyloxy）thioacetimidate   

（日本名）5；→メチ′レN－［（メチ／レカルバモイルトオキシ］－チオアセトイミデー ト   

（別名）メトミル（Methomyl：ISO）   

逢鐘   

上記物質及びこれを含有する製剤は、昭和43年より劇物の指定を受けているが、現行の  

毒物劇物判定基準に従い、再度毒物及び劇物の指定の検討を行うものである。  

塑造   

農業用殺虫剤  

物理化学的性選   

別紙1を参照  

蔓性   

別紙2を参照  

事務局案   

S一メチルーーN－［（メチルカルバモイルトオキシトチオアセトイミデート及びこれを含有す  
る製剤（ただし、S－メチルーN－［（メチルカルバモイルトオキシ］－チオアセトイミデート 45％  

以下を含有するものを除く）を毒物に、S－メチルーN－［（メチルカルバモイル）－オキシトチオア  

セトイミデート45％以下を含有する製剤を劇物に指定することが適当であると思われる。   



物理的化学的性質（原体）  

］  

（一般名） メトミル  

（化学名） S一メチルN［（メチルカルバモイル）－オキシト  

チオアセトイミデート  

（英名）   S－methyl－・N－（methylcarbamoyloxy）thioacetimidate   

S番号  16752－77－5   

巨法番号  なし   

二式  C6Hl。0コN3S   

二  
162．2   

已調  白色（常温常圧）   

ヲ状  結晶固体（常温常圧）   

毒気  弱い硫黄臭   

巨度  1．324g／cm3（20℃）   

洩点  78．6～80．4℃   

軋点  認められない   

蚕気圧  7．2×10▼■‘1pa（25℃）   

牢離定数（pKa）  解離していないため、求められない（20℃）  

46  g／L（20℃、PH7．03）  

0．100  g／L（20℃）  

トルエン  15．8  g／L（20℃）  

ジクロロメタン  510  g／L（20℃）  

アセトン  340  g／L（20℃）  

メタノール  510  g／L（20℃）  

酢酸エチル  水            ヘキサン  87  g／L（20℃）   

「クタノール／水  
0．09（25℃、PH7）   

〉酉己係数（logPow）  

二壌吸着係数  K’  0．38 ～1．52   

ぐoc、K）  K’oc  41～55  （25℃）   

tレ′2（25℃）  pH5：1年以上  

口水分解性  PH7：820日  

PH9：19．8日   

蒸留水  tし′2（25℃）  pH5：4．4時間  

pH8．3：13．8日   

対熱   150℃までは変質がなく、室温では安定である。  

水中 己分解性          自然水  tl／2（25℃）   安定性         その他  水中では 

、酸性条件下または光照射により分解が促進   

その他  国連番号：2757  



毒性  

（1）原体  

挙  供試動物   試験結果   備 考  

性  ラット   LD5。：雄34mg／kg、雌30mg／kg  GLP（EPAF81－1）  

性  ウサギ   LD50：雌雄〉2000mg／kg   GLP（EPAF81－2）  

ラット   LC5。：雌雄0．258mg／L   GLP（EPAF81－3、  

OECD403、59農産4200）  

ウサギ   陰性   GLP（EPAF81－5、  

OECD404、EEC84／449、  

59農産4200）  

ウサギ   陰性   GLP（EPAF81－4、  

OECD405、EEC84／449、  

59農産4200）  

モルモット  陰性   GLP（EPAF8卜6、  

OECD406）   

試験の種  

急性経口毒ノ  

急性経度毒  

急性吸入毒性  

（ミスト）  

皮膚刺激性  

その他   

皮膚感作性  

・こ2ト1、45％製剤  

巨類   供試動物   試験結果   備 考   

性   ラット   LD5。：雄73mg／kg、雌84mg／kg  GLP非対応   

性   マウス   LD50：雄56rng／kg、雌65mg／kg  GLP非対応   

性   ラット   LD5。：雌雄〉2000mg／kg   GLP（59農蚕3850、  

／、   59農産4200）   

性   ラット   LC5。：雌雄0．76mg／L   GLP（OPPTS870．1300、  

OECD403、12農産8147、  

B．2Directive92／69／EEC）  

ウサギ   陰性   GLP（59農蚕3850、  

59農産4200）  

ウサギ   陽性   GLP（59農蚕3850、  

59農産4200）   

生   モルモット  陰性   GLP（59農蚕3850、  

59農産4200）   

（2）－2、40％製剤  

類   供試動物   試験結果   備 考   

生   ラット   LD5。：雄61mg／kg、雌73mg／kg  GLP（EPAF81rl、  

OECD401、59農産4200）   

生   ラット   LC5。：雌雄0．66mg／L   GLP（EPAF81－3、  

OECD403、59農産4200）   

試験の種  

急性経口毒牛  

急性吸入毒十  

（ダスト）   



名称資料  

Sメチル・・・・′N－［（メチルカルバモイ′レトオキシ］チオアセトイミデート  

0  

3
 
 
H
 
 
 

C
 
 
 
 
／
 
 

N
H
 
人
 
 

○
 
 
 

＼
 
 

．
 
 
 

イ
 
 
 

H
 
 
 

C
 
 

S＼  
CH  

SLLmethy卜N－（methylcarbamoyloxy）thioacetimidate  

S＼ 
c＝3  

硫黄（S）にmethyl基がついており、Smethylと表記される。  

○     ′N＼○人H／C＝3  

i   

カ／レバモイル基（RCONH2）の水素がmethyl基となっており、さらにそれらに酸素がついて  

おり、この特性基】OR を一0Ⅹy と称する。これらが窒素（N）についていることから、  

N一（methylcart）amOyloxy）と表記される。  

CH3YN＼  

S＼ 
cH．  

硫黄（S）が酸素原子と置き換わっているものをthioと表す。2価の硫黄原子に対しては接頭  

語としてこのthioが剛、られる。この硫黄原子に、CH3Cが結合しており、thioacetと表  

される。これらに結合している＝Nをimidateと称するので  

SmethyトN一（methylcarbamoyloxy）thioacetjmidate  

と表記する。これを日本語に字訳すると  

S－メチルーN－［（メチルカルバモイルトオキシ］一チオアセトイミデート  

となる。  

なお、メトミルは（Z）および（E）一異性体の混合物である。  

参考二本物質はすでに毒物及び劇物指定令において「S－メチルーN－［（メチルカルバモイル）－  

オキシ］－チオアセトイミデート」として規定されている。   
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厚生労働省発薬食第1107074号  

平成 2 0 年11月 7 日  

薬事・食品衛生審議会会長  

望 月 正 隆  殿   
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下記の事項について、毒物及び劇物取締法（昭和25年法律第303号）第23条の2  

の規定に基づき、貴会の意見を求めます。  

記   

2，4，6，8－テトラメチルー1，3，5，7－テトラオキソカン（別名メタアルデ  

ヒド）及びこれを含有する製剤の毒物及び劇物取締法に基づく毒物又は劇物の指定、劇物  

の濃度下限値設定による指定の除外について   



2，4，6，8テトラメチ／レー1，3，5，7一テトラオキソカン（別名：メタアルデヒド）及びこ  

れを含有する製剤の毒物及び劇物取締法に基づく劇物の指定について  

H3C   .CW3 
＼  

CH   
cH  

‥i 

＼  

：‥  

／CH＼。／Cモ  

H5C  CH3  

名 称  （英語名）2，4，6，8－tetramethyl－1，3，5，7－tetraOXOCane  

（日本名）2，4，6，8－テトラメチルー1，3，5，7－テトラオキソカン  

（別名）メタアルデヒド  

経 緯   

既製の流通品であるが、今般毒性データが提出され、原体が劇物相当と判明したも  

の。なお、製剤については劇物の指定除外を検討する。  

坦 

殺虫剤、固形燃料  

物理化学的性状   

別紙1を参照   

壷 

別紙2を参照  

事務局案   

2，4，6，8－テトラメチルー1，3，5，7－テトラオキソカン及びこれを含有する製剤（ただ  

し、2，4，6，8－－テトラメチルー1，3，5，7－テトラオキソカン10％以下を含有するものを除  

く）を劇物に指定することが適当と思われる。   



【別紙1】  

物理的化学的性質（原体）   



25℃における半減期：  

pH∠115日  

pH7及び91年以上  OECD 111 
化学分析コンサルタント  

40℃における半減期：  
（日本）   

pH437時間  
pH7及び91年以上  

光量：269W／m2（300～750nm）  

緩衝液  
半減期  

（pH7）  
光照射非増感区1110日  

暗所非増感区1380日  

性  
EPAガイドライン  

光分解的に安定と考えられる。   ABCLaboratories（米国）  

光量：269W／m2（300～750nm）  

自然水  
半減期  

光照射増感区526日  

暗所増感区 2200日  

150～200℃の間で吸熱反応が  OECDl13  
対熱  認められ、最大値は188．7℃で  示差熱分析及び熱重量分析  

あった。   BioChemGmbH（ドイツ）  

その他   酸性で不安定、アルカリに安定  

酸素に富む物質（強酸化剤）と接触または混合する場合、激  
しい反応が起こりうる。  

なし  

50．0～55．0℃（アヘヾルーへ〕ンスキー密閉式）  

365．0℃以上（粉塵状態）  
100．0℃（非粉塵状態で、着火した場合）  



【別紙2】  

毒性  

（1）原体  

供試動物  試験結果  
資料  

一群  試験機関  
類  供試  投与量   LD5。値  （報告年）  

動物  当り供 試数  （mg／kg）   （mg／kg）  

ロ  ラット   
♂ 5  100、200、400、   SafbPharmLaboratories  

伯  
♀ 5  800  ♂♀ 283  

（1987）  

2  マウス   ♂ 5  304、400、526、  ♂  411  SafbPharmLaboratories  
♀ 5  693、912、1200  ♀   443   （1990）  

♂♀   
HuntingdonResearch  

憎  ♂ 5  0、5000          5  
♀  5000以上   

Centre （1974）  

♂ 4   ♂♀   
HuntingdonResearch  

憎  0、1、15mg／L         ♀ 4  
15以上   

Centr・e  

（1973）  

SafbPharm  

5  ウサギ   ♀ 3  82mg／眼   軽度、陽性   Laboratories．  
（1990）  

6  ウサギ   ♀ 3  0．5g／ハ0ッチ   陰性   
Hazleton Lab 

（1983）  

Consumer Product 

7  モルモット  ♂12  0．1mg   陰性  Testing社  
（1984）   

試験の種  

急性経口毒  

急性経度毒  

急性吸入毒  

眼刺激性  

皮膚刺激性  

皮膚感作  

（2）10％製剤を用いた試験成績  

供試動物  試験結果  

資料  
一群  

試験機関  

NO  供試  
当り供  

投与量   LD5。値  （報告年）  

動物  
試数  

（mg／kg）   （mg／kg）   

8   ラット   ♂5   5000   
♂♀  

♀5  5000以上   
SafePharm Laboratories 

800、1265、  （1998）   

9   マウス   
♂5 ♀5  

2000 , 3162 , 

5000   
♀2295   

性  ラット   ♂ 5  2000   
♂♀   SafbPharmLaboratories  

♀ 5  2000以上   （1998）  

ウサギ   ♂ 6  0．5g／ハ0ッチ   陰性   
SafePharm Laboratories 

（1998）   

12  ウサギ   ♂ 9  66mg／眼   
Saf旨PharmLaboratories  

軽度、陽性   （1998）   

感作処置：  

13  モルモット   
50％液  

陰性   
SafePharm Laboratories 

♂ 20    惹起処置：  （1998）  

25％、50％液  

試験の種類  

急性経口毒性  

急性経度毒  

急性吸入毒性  

皮膚刺激性  

膚感作  



名称資料  

2，4，6，8－テトラメチルー1，3，5，7－テトラオキソカン  

H3C   CH3  
＼  

CH   
（ニH  

こi 
＼  

‥－  

／CH＼。／Cモ  

H5C  CH3  

2，4，6，8－tetramethyト1，3，5，7－tetraOXOCane（CASNo．108－62－3）  

く命名根拠＞  

基本骨格：l，3，5，7－tetraOXOCan  

IUPAC規則  

RB－1Hantzsch・Widmanヘテロ単環命名法拡張規則  

RB・1．2Hantzzsch－Widman法  

飽和8員環の命名ocan＋ヘテロ環を構成する元素名の接頭辞oxa－→0ⅩOCan  

これに、ヘテロ原子の数を示す接頭辞tetraを付してtetraoxocaneとなる。  

尚、複合名規則に基づき0Ⅹa＋ocanの場合は”a”が脱落して0ⅩOCanと表示される。  

RB・1．3ヘテロ原子の一番号が最小になるようにヘテロ原子から環を1周して番号を付す。  

この基本骨格1，3，5，7－tetraOXOCanの2，4，6，8位のHが メチル基（methyl）に置換  

されているので、2，4，6，8－tetramethyl－1，3，5，7－tetraOXOCaneになる。  

これを字訳基準に従い字訳すると、下記の通りになる。  

2，4，6，8－テトラメチルー1，3，5，7－テトラオキソカン   



2イソプロピル1巨メチルビリミジルー6ジェチ′レチオホスフエイト（別名ダイアジノン）  

及びこれを含有する製剤の毒物及び劇物取締法に基づく劇物の除外について  

1＼0／＼N／ヽH／し113  
C2H50＼  

C，H50／  
1  

CH3  

基盤  

（英語名）2－isopropyl－4－methylpyrimidinyl－6－diethylthiophosphate  

（日本名）2イソプロピルー4－メチ／レビリミジル・6－ジエチルチオホスフエイト  

（別名）ダイアジノン（diazinon：ISO）  

経緯   

上記物質は既に劇物に指定されている（ただし、2－イソプロピルー4－メチルビリミ  

ジルー6－ジエチルチオホスフエイト3％（マイクロカプセル製剤にあっては、25％）以  

下を含有する製剤を除く。）が、今般、5％製剤の毒性試験データが提出されたため、  

5％以下を含有する製剤の毒物及び劇物の指定の除外について検討を行うものであ  

る。  

坦途   

農薬・防疫薬（殺虫剤）   

国内生産量：1，013t（H18年度）  

物理化学的性状  

別紙1を参照  

毒性  

別紙2を参照  

事務局案   

2…イソプロピルー4－メチルビリミジルー6－ジエチルチオホスフエイト5％（マイクロ  

カプセル製剤にあっては、25％）以下を含有する製剤を劇物から除外することが適当  

であると思われる。   



物理的化学的性質  

2－イソプロピルー4メチルビリミジルー6－ジエチルチオホス  

フエイト  

／CH3  CHj   S   ク／／N   C2H50＼ll c2H50／P＼。tNytH   l  
CHぅ  

C12H2］N20：3PS  

333－41－5  

（2）－1775と（2）－688  

304．35  

無色透明の液体（常温常圧）  

測定不能（215℃以上で分解）  

測定不能  

1．1153g／cm‥j（20℃）  

0．01197Pa（25℃）  

0．060g／l（22℃）  

やや不安定   

係数   LogPow＝3．42（24℃）  



毒性   

原体  

種  供試   LD50値又は  試験機関  

動物  
無毒性量  

（mg／kg）  
（報告年）   

毒′  lJD5－〕：♂521mg／kg   日本化薬（1978年）   

♀485mg／kg  

毒′  LD5r，：♂1666mg／kg   日本化薬（1978年）   

♀876mg／kg  

毒′  1．D5。：♂3100mg／m3   HuntingdonResearchCentre  

♀3100mg／m‥う   （1987年）GLP  

ウサギ   陽性   日本化薬（1979年）  

ウサギ   非洗眼群：陰性  日本化薬（1979年）  

洗眼群：陰性  

モルモット   陽性   LifeScienceResearch  

（1987年）GLP   

試験の  

急性経口  

急性桂皮  

急性吸入  

皮膚刺激性  

眼刺激性  

皮膚感作性  

5％粒剤※  

種  供試動物   試験結果   試験機関（報告年）   

毒ノ  【JD50‥ ＞2000mg／kg   BIOTOXTECH（2006）GLP   

毒一  LD50：♂＞2000mg／kg   BIOTOXTECH（2006）GLP  
♀＞2000mg／kg  

ウサギ   陰性   BIOTOXTECH（2006）GLP  

ウサギ   非洗眼群：軽度の刺激性  BIOTOXTECH（2006）GLP  
洗眼群：軽度の刺激性  

モルモット  陰性   BIOTOXTECH（2006）GLP   

試験の  

急性経口  

急性経皮  

皮膚刺激性  

眼刺激性  

皮膚感作性  

※データはいずれもダイアジノン原体5．53％（ダイアジノン成分は   

分析値で5．26％）を含有する製剤の試験結果   



名称資料  

2・イソプロピルー4－メチ／レビリミジル・6－ジエチルチオホスフエイト  

∵∴  
N  
へ／  

C三日50、  
ア＼   

O  
C二H50  

2－Isopropyl－4－methylpyrlmidyl－6－diethylthiophosphate   

5ぬ3         6  N 2  

1   pyrimidine  

ビリ ミジンの2位にイ ソプロ ピル基が、4位にメチル基がついており、  

2・Isopropyl－4－methylpyrimidylと表記される。  

チオホスホン酸は以F－の構造であり、1置換エステル、2置換エステル、3置換エステル  

が存在する。ダイアジノンはエチ／レ基2個と上記のビリミジン6位で置換されトリエステ  

ルである。  

H＼。H  

チオホスホン酸の3置換エステ′レはthiophosphateと表記されるのでダイアジノンは  

2・Isopropyl・4・methylpyrimidyl－6－diethylthiophosphateと表記され、日本語に訳すと  

2－イソプロピルー4－メチルビリミジル一針ジエチルチオホスフエイトとなる。  

参考：本物質はすでに毒物及び劇物指定令において「2－イノブロビルー4－メチ／レビリミジル・6－  

ジエチルチオホスフエイト（別名：ダイアジノン）」として規定されている。   
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下記の事項について、毒物及び劇物取締法（昭和25年法律第303号）第23条の2  

の規定に基づき、貴会の意見を求めます「  

記   

4フ≠メチ′し－2－シアノビフェニル及びこれを含有する製剤の毒物及び劇物取締法に  

基づく劇物の指定の除外について  



資料10  

4’－メチルー2一シアノビフェニル及びこれを含有する製剤の毒物及び劇物取締法に基づく  

劇物の除外について  

名昼 （英語名）4’一Methy卜2LCyanObiphenyl  

（日本名）4’－メチル2シアノビフェニル  

経緯  

上記化学物質は、有機シアン化合物として劇物に指定されているが、今般別添のとお  

り毒性データが提出されたため、劇物からの除外を検討するものである。  

用途  

医薬品の中間物  

物理的化学的堕墓  

別紙1を参照  

毒性  

別紙2を参照  

事務局案   

4’－メチルー2－シアノビフェニル及びこれを含有する製剤を劇物から除外することが  

適当であると思われる。   



（別紙1）  

物理的化学的性質（原体）  

114772－53－1  

CH3 

CN  

Cト4HllN  

193．25   

的性状   固体  

白色から淡黄色結晶性の粉末   

（℃）   328℃（101．3kPa）   

（℃）   52．4℃   

（g／cm3）   不明   

（℃）   3．86E－3Pa（20℃）  

油溶性 アセトン；100mg／止以上  
室温で安定  

水や空気とは反応しない  

不明   

び発火性   引火点158℃（セタ密閉式）  

なし  



（別紙2）  

毒性（原体）  

類   供試動物   試験結果   備 考   

性  ラット   LL）5。：＞♂♀2，000mg／kg   GLP，1996年  

OECDTG401  

環境バイリス研究所   

性  ラット   LD5。：＞♂♀2，000mg／kg   GLP，1996年  

92／69／EECMethodB．3  

Acutetoxicity（dermal）  

HuntingdonLifeScience  

Ltd．   

性   
ラット   LC5。：＞1000mg／′m3（4hr）   GLP，2008年  

紛体   OECDTG403  

FraunhoferInstituteof  

Toxicology and 

ExperimentalMedicine  

ウサギ   刺激性なし   GLP，1996年  

92／69／EECMethodB．4  

Acute toxicity 

（skinirritation）  

HuntingdonLifeScience  

Ltd．  

ウサギ   刺激性なし   GLP，1996年  

92／69EECMethodB．5  

Acute toxicity 

（eyeirritation）  

HuntingdonLifeScience  

Ltd．   

※上記試験はすべてGLP適合施設で行った。）   



名称資料  

＜命名根拠：＞  

3  2   2■  3■  

まず、ビフェニ′レbipheny1 5 6 615・ の2位にシアノ基cyano（－CN）  

がっいている。  

さらに、4’位にメチル基methyl（－CH3）が付加しているので、  

4’－Methyl－2－CyanObiphenylと表記する。  

これを字訳基準に従って字訳すると、下記のとおりになる。  

4’一メチルー2－シアノビフェニル   
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…り。．．ミトぎ  う1 モ L＿乳』」  
厚生労働省発薬食第1107077号  

平成 2 0 年11月 7 日  

薬事・食品衛生審議会会長  

望 月 正 隆  殿   
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厚生労働大臣 舛 添 要  

諮   
問  童 l≡ヨ  

下記の事項について、毒物及び劇物取締法（昭和25年法律第303号）第23条の2  

の規定に基づき、貴会の意見を求めます。  

記   

シクロポリ（3、4）［ジフエノキシ、フエノキシ（4－シアノフエノキシ）及び［ビス  

（4－シアノフエノキシ）］ホスファゼン］の混合物及びこれを含有する製剤の毒物及び劇  

物取締法に基づく劇物の指定の除外について   



シクロポリ（3～4＝ジフエノキシ、フエノキシ（4【シアノフエノキシ）及び［ビ  

ス（4－シアノフエノキシ）］ホスファゼン）の混合物の毒物及び劇物取締法に基  

づく毒物又は劇物の指定について  

≡
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Mixture of Cyclopoly（3and4）（diphenoxy，  名称（英語名）  

phenoxy（4－CyanOPhenoxy）and  

［bis（4－CyanOphenoxy）］phosphazene）  

（日本名） シクロポリ（3～4）†ジフエノキシ、フエノキシ（4－シアノ  

フエノキシ）及び［ビス（4一シアノフエノキシ）］ホスファゼ  

ン）の混合物  

経緯   

上記化学物質は有機シアン化合物として劇物に指定されているが、今般毒性  

データが提出されたものである。   

坦途   

難燃剤  

物理化学的性状   

別紙1を参照   

毒性   

別紙2を参照   

事務局案   

シクロポリ（3～4）†ジフエノキシ、フエノキシ（4－シアノフエノキシ）及  

び［ビス（4▼一シアノフエノキシ）］ホスファゼン）の混合物を劇物から除外する  

ことが適当であると考えられる。   



【別紙1】  

物理的化学的性質（原体）  

スファゼン〉 の混合物  

（英名）MixtureofCyclopoly（3and4）（diphenoxy，  

phenoxy（4．cyanophenoxy）and  

N，N－Dimethylformamideに可溶  

CAS番号  

化審法番号  

化学式  

分子式  

分子量  

性 

沸点（℃）  

融点（℃）  

密度  

蒸気圧  

溶解性  

水溶解度（  

安定性  

反応性  

揮発性  

引火性及び  

その他   



【別紙2】  

乃種類   供試動物   試験結果   備 考   

u）5。，：〉♀2，000mg／kg   
GLP（2007）  

毒性   ラット  
OECD423   

GLP（2008）  
毒性   ラット   LD5。：≧♂♀2，000mg／kg  

OECD402   

GLP（2008）  
毒性   ラット   LC5。：〉♂♀5．13mg／L  

OECD403   

GLP（2008）  
性／腐食性  ウサギ   刺激性なし  

OECD404   

刺激性なし   
GLP（2008）  

／腐食性   ウサギ  
OECD405  



名称資料  

く命名根拠＞  

†卓＝N㌔  
Phosphazene  

リンと窒素の繰り返しからなる骨格をPhosphazeneという。   

本化合物はPhosphazeneの繰り返しが3及び4の環状物質の混合物であるため、Mixture  
of CycIopoly（3and4）phosphazeneと表記される。  

C
N
｛
Y
？
 
 

4－Cyanophenoxy基  Phenoxy基  

また、リン原子上の置換基は  

①4－Cyanophenoxy基が2個、②4－Cyanophenoxy基及びPhenoxy基が各1個、③   
Phenoxy基が2個のいずれかであり、本化合物はそれらの混合置換体であるため、本化合   

物の置換基は、bis（4－CyanOPhenoxy），4－CyanOPhenoxy（phenoxy）anddiphenoxyとなる。  

したがって、MixtureofCyclopoly（3and4）（diphenoxy，phenoxy（4－CyanOPhenoxy）and  
［bis（4－CyanOPhenoxy）］phosphazene）   

日本語に字訳すると  

シクロポリ（二3～4）〈ジフエノキシ、フエノキシ（4－シアノフエノキシ）及び［ビス（4一シ  

アノフエノキシ）］ホスファゼン）の混合物となる。   
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諮   
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下記の事項について、毒物及び劇物取締法（昭和25年法律第303号）第23条の2  

の規定に基づき、貴会の意見を求めます。   

3，4－ジクロロー2’一シアノー1，2一千アゾー′レー5－カルポキサニリド（別名  

イノチアニノレ）及びこれを含有する製剤の毒物及び劇物取締法に基づく劇物の指定の除外  

について   



3，4一ジクロロー2’－シアノー1，2－チアゾール¶5－カルポキサニリド（別  

名：イソチアニル）及びこれを含有する製剤の毒物及び劇物取締法に基づく劇物の  

除外について  

＋‾三－－≡  

名＿墜   

（英語名）3，4－dichloro－2’－CyanO－1，2－thiazole－5－Carboxanilide   

（日本名）3，4【ジクロロー2’－－シアノー1，2－チアゾールー5－カルポキサニリ  

ド   

（別名）イソチアニル（isotianil）  

≡・●・・   

上記物質は有機シアン化合物として劇物の指定を受けているが、今般毒性データが提出  

され、劇物からの除外を検討するもの。  

旦塗   

農業用殺菌剤  

物理化  

別紙1を参照  

毒性   

別紙2を参照  

事務局案   

3，4－ジクロロー2’－シアノー1，2－－チアゾールー5一カ′レポキサニリド及びこ  

れを含有する製剤を劇物から除外することが適当と考えられる。   



物理的化学的性質（原体）  

項目  

3，4－シナクロロー2’－シアノー1，2イアデー炉5－カルホJキサニリト、、  

（別名）イソチアニル  

（英名）3，4－dichloro－2’－CyanO－1，2－thiazole－5－Carboxanilide   

号   224049－04－1   

号  

CllH5C12N30S  

298．15   

的性状  

日色粉末   

）   減圧条件下：  

沸点由来の重量損失を伴う吸熱ヒ⊂－ク＝266．0℃  

大気圧条件下：  

気化由来と推定される重量損失を伴う吸熱ヒ⊃－ク＝354℃付近  

分解由来と推定される重量損失を伴う発熱ヒ〔－ク＝372℃付近  

沸点に達する温度以下で熱分解  

融点に由来する吸熱ヒローク：193．7－195．1℃  

1．110g／cm：∃（20℃）  

2．36×10‾7Pa（25℃）  

n－ヘキサン  0．0594g几（20℃）  

ト′レエン  6．87g／L（20℃）  

ジクロロメタン  16．6g／L（20℃）  

アセトン  4．96g／L（20℃）  

メタノール  0．775g／L（20℃）  

酢酸エチル  3．62g／L（20℃）  

0．50mg／L（20℃、純水pH7．0）   

対熱）   282℃以下の温度領域で熱的に安定  

び発火性  

別添（UV／VIS赤外吸収1H－NMR、13C－NMR質量スヘCクトル）  

CAS番  
化審法番  

化学式  

分子式  

分子量  

水溶解度  

安定性（  

反応性  

揮発性  

引火性及  

スペクト  

その他   



急性毒性  

（1）原体  

1群当り  投与量  LD5。値または  試験機関  
供試動物   供試数  投与方法  無毒惟量（NOAEL）  

（打1g／kg）  
（mg／kg）  

（報告年）   

ラット  各段階  ♀：2（〕00   ♀：＞2000   Ba）re－1HC＊  

♀3   （2005年）   

ラット  ♂♀各5  経度  ♂♀：2000   ♂♀：＞2000   住友化学  
（2006年）   

ラット  ♂♀各5  吸入  ♂♀‥5000（mg／m3）  ♂♀：   住友化学  
4時間鼻部曝露   LC帥勇7獅喝／㌦）  （2007年）   

ウサギ  ♂：3   
皮膚貼付  誌新／皮膚（2・5cm  刺激性なし   

住友化学  
（2005年）   

ウサギ  ⊂戸：3   眼への  0．043g（0．11nlJ容量）  実際上   住友化学  
適用  ／眼   刺激性なし  （2005年）   

モルモ、小  ♀：20  ～†axlm仁  59らで一一－一次感作（皮内）、  皮膚感作性あり  BayerHC＊  
zation法  50％で二次感作（経  

皮）、50ラムで惹起  
（2005年）   

［hlagl川SSOna11（l  
Kll即】all法］  

試験の種類  

期間  

急性毒性  

卜1日間観察  

急性毒性  
14日間観察  

急性毒性  

14日間観察  

皮膚刺激性  
72時間観察   

眼刺激性  
72時間観察  

皮膚感作性  

BayerIIC＋：Bayer HezllthCare AG  

0％製剤（粒剤） 、フb撃呈丹り し不止弁リノ   （2）3．  

1群当り   LD5（，値または  

供試動物    投与方法   
投与量  

国   
試験機関  

（こ】れg／kg）   

（mg／kg）   
（報告年）   

ラット  各烏那皆  経口  ♀：2000   ♀：＞2000   
ホ予ソヾ＊＊  

♀3  
（2007年）   

ラット  ♂♀各5  経度  ♂♀：2000   ♂♀：＞2000   
ホ÷ゾヾ＊＊  

（2007年）   

ウサギ  ♀：3   皮膚貼付  0．5g／／皮膚（2．5cm  ホ～ソJ＊＊  

四方）   
（2007年）   

ウサギ  ♀：3   眼への  0．1g／眼   ごく軽度の刺激   ホヾソヾ＊＊  

適用  性あり  
（2007年）   

洗眼効果あり  

モルモット  ♀：20  ホぐゾ、、＊＊  
（感作群）   50％   

（2007年）  

試験の種類  

期間  

急性毒性  

14日間観察  

急性毒性  

14日間観察  

皮膚刺激性  
72時間観察   

眼刺激性  
72時間観察  

皮膚感作性  
（3．0％粒剤）  

ホヾゾヾ＊＊： ホヾソ、’リサーチセンターー  

5．製剤の成分   

（3．0％製剤の成分組成は′1イエルクロツプサイエンス社所有：非開示）   



名称資料  

3，4－－ジクロロ2’  シアノー1，2チアゾールー5一カルポキサニリド  

C蝿H透  
3，4－dichloro2’CyanOrl，2Lthia2101e5－Carboxanilide  

3  

5  

4     2嘩  

1  

1，2－thiazole  

チアゾール（thlazole）は環内に窒素、硫黄各1原子を有する五員複素環化合物であ  

り、上記基本化合物は硫黄原子S（1位）に対して2位に窒素原子Nが配位している  

ため、1，2－thiazoleと記される。接頭辞で表される特性原子団である塩素（chloro）  

が1，2－thiazoLeの3位及び4位に2原子つき、またノ世フェニル置換されたアミド原  

子団carboxanilideが5位についている。アミド原子団carboxanilideは接尾辞とな  

る。  

従って、3，4一dichloro¶1，2－thiazoler5－Carboxanilideと標記される。  

CI C】 2軌H  
O  

5■   

3，4pdichloro－1，2－－thiazole－5－Carboxanilide  

更に、アミン残基であるフェニ／L／の2位がcyanoにより置換されている。 アミン残基  

の置換基を示す位置記号にはプライムを付け、接頭辞として2’CyanOと記される。  

接頭辞はchloroが優先されるため、  

3∴卜dichorcr－2’一CyanO1，2¶thiazole5－Carboxanilide  と標記する。  

これを日本語に字訳すると  

3，4一ジクロロ2しシアノー1，2－チアゾー／レー5－カルポキサニリド  となる。   



‖牛用㍗  

平 成 二三 し）キ1］ ノノj 7 日  

＝食㌫衛生審議室主点  

一 位   屋号   

草生キ倒木臣 叫  J二   R＝F 」  三ごr′  

．こ．・  

諮   
問  こ皇 Eヨ  

下記の事項について、毒物及び劇物取締法（昭和25年法律第303号）第23条の2  

の規定に基づき、貴会の意見を求めます。  

記   

2一［2－一（4－－メチ′Lフエニ′Lスルホニ／しすキ÷イミノ）チオフエンー3 （2H）  

でリデン］一－2一（′2【メチルフエニ′い アセトニトリ′レ及びこれを含有する製剤の毒物  

及び劇物取締法に基づく劇物の指定の除外について   



物蓮的化学的性賢（悼轄）  

852246－52－7  

s 

〔縞。  
CAS番号  

伝道式  

ヨ  

卜しj b甘も」ト  

（二二し｝トⅠ川tヾりけ∴う‥        ⊃  

396．5  

的性状   

黄褐色粉末  

（Oc）  

（Oc）  
135－1380c  

（g／cm3）  

（Oc）  

室温で安定  

室温で安定（熱分解温度1430c）  

該当しない   

及  引火性（ベンゼンアセトニトリル誘導体）  

国連番号1325（その他の可燃性物質：ベンゼンアセトニト  

リル誘導体）  

特異臭、熱分解温度1430c  

安定性  

反応性  

揮発性  

引火性  

その他  
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斗 ＝試験の種類  投与量試験結果  

急性経口毒性  LD5口二  

＞▲2000「咽／k9  

OECD423  

GしP試験  

い 

l i  

♀2  （EU委員会指令   GLP試験   

後 

年8月29日付に基づ  

く判定）  

皮 
間   l  

観察1時間後、全動物  

に微細な紅斑が見ら  

れ2匹のみ24時間目ま  

で紅斑が持続した。  

貼付中止後7日目、い  

ずれの動物にも異常  

は認められなかっ  

た。   

し刺激性   ウサギ  ♂1   点眼   100   眼刺激性なし   OECD405   

哀眼後24，  ♀2  （EU委員会指令   GLP試験   

∋，72時間観  2004／73／EC、2004  

年8月29日付に基づ  

く判定）  

点眼72時間後、いず  

れの動物にも異常は  

認められなかった。   

．性吸入毒性  ラット  ♂5   吸入  3．506   LC50（4h「）：  

暴露後15日  ♀5  mg／L  ♂♀＞3．506mg／L エアロゾル  
で観察）  （重量濃  2008年   

度）  雌で軽度の体重減少  
が認められた。   

の  

測   

一
4
 
 

ぺ
 

質
推
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物
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ー一手‾‾‾こニ  
4位にメチ′レ基の置換したフェニ′L／基と結合しノたスルホニ′レがさらに＝ト川 と結合し  

4一汀旧thylph叩SUlf叩IDXyimin□と表記する。 

1
 
 

㌔
巾
N
、
。
 
 

チオフェン環の2位に（4－m叫IphenYIs仙nylロXyimino）がつき、さらに、チオフェン環の3位に結合  

する二価基を－3－Ylid即eと称するので、  

2－（4－methylph叩IsulfDnyIDXYjrnin8）－thi叩h巳肝3（2掛Yliden巳  

さらに、ベンゼン環の2位にメチ′レが置換するので2・m亡th両h叩化表記する。  

アセトニトリルCH3［‖の2位の炭素に  

2－（4－methyJphenylsulfony［oxYiminD）－thi8Phene－3（2P・yliden亡と、  

Z－meth両愉叫が結合しているので、本物質は英語名で‥  

2－［2－（4－m旧thyIphenylsu伽nYloxyimin□）thiDPhene－3（2掛Y帖n巳］－2－  

（2－methylph叫曲面血tril巳  

と表記し、これを日本語に訳すると、  

2－【2イ4－メチルブェニルスルホニルオキシイミノ）チオフェン3（2掛イリデント2一（2－メチルフ  
ェニル）アセトニトリルとなる。   



こ  ▲・；  
平成20年11月18日  

毒物及び劇物指定令に規定されているマイクロカプセル製剤について  

物及び劇物指   

No．  条  ロ    弓▲   

1 2 10  

り ⊥．＿  2   28  

2   32  

4  2   32  

5  

6  2  100の  

6  

定令  物 質名   公布時期  

枝番  

2－イノブロビルー4－メチルビリミジルー6－ジエチルチ  平成8年3月  

オホスフエイト（別名ダイアジノン）を含有する製剤。ただ  

L、2－イソプロピ′レー∴4－－メチルビリミジルー6－ジェ チ  

ルチオホスホフエイト3％（マイクロカプセル製剤iこあって  

は、25？も）以下を含有する1Lのを除く。   

皿  1－（6－クロロー3－どリジルメチル）－N－ニトロイミ  平成20年6月  

ダゾリジンー2－イリデンアミン（別名イミダクロブリド）  

及びこれを含有する製剤二ただL、ユー（6－クロロー3－  

ビリジ′し・メチル）－N一ニトロイミダゾリジンー2－イリデ  

ンアミン2％以下を含有するものを除く。   

2  5－アミノー1一（2・6－ジクロロー4－トリプルオロメ  平成13年6月  

チルフユニル）－3一シアノーー4－トリフ／レオロメチ／レス／レ  

フィニルビラゾー′レ（別名フィプロニル）1％（マイクロカ  

プセル製剤にあっては、5％）以下を含有する製剤   

56  （′s）－α．－シアノー3－フエノキシベンジル＝（1R・3  平成14年3月  

R）－2・2－ジメチルー3－－（2－メチルー1－ブロペニ  

ル）－1－シクロプロパンカ′レポキシラー ト（R）－－（r－－シ  

アノー3－フエノキシベンジル＝（1R・3R）－2・2－  

ジメチルー3－（2－メチ／レー1－プロペニル）－1－シク  

ロブロバンカロボキシラートとの混合物（′（S）－〔t－シア  

ノー3－フエノキシベンジル＝（－R・3R）－2・2wジ  

メチルー3－（2－メチ′レ】1－プロペニ／レ）一1－シクロ  

プロパンカルポキシラート91－％以上99％以下を含有し、  

かつ、（R）一←（t－－シアノ←3－フエノキシベンジ ル＝（1  

R・3R）－2・2…ジメチルー3－（2～メチルー1－プ  
ロペニル）一1一シクロプロパンカロボキシラートl？／ら以上  

9％以下を含有するものに限る。ノ）10％以下を含有するマ  
イクロカプセル製剤  

ジエチルー3・5・6－トリクロルー2－ビリジルチオホス  平成8年、3月  

アユイト及びこれを含有する製剤＝ただし、ジエチルー3・  

5・6－トリクロ′レー2一ビリジルチオホスフエイト仁％  

（マイクロカブセ′レ製剤にあっては25％）以ドを含有する  

むのを除く。  

2－（1岬メチルプロピ／レ）－フエニルーN－メチルカルバ  平成5年9月  

メート及びこれを含有する製剤。ただし、2－（1－メチル  
プロピル）－フエニルーN－メチルカルバメート2％（マイ  

クロカプセル製剤にあっては159も）以下を含有する製剤  

を除く。  
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厚生労働省医薬食品局審査管理課  

化学物質安全対策室良  

毒物及び劇物指定令の一部を改正する政令等に伴う劇物のマイクロカプセル製剤の  

取扱いについて（通知）  

毒物及び劇物指定令の一対；改正等については、平成20年6月20日付薬食発第062  

0001号医薬食品局長通知が発出されたところであるが、今回の改正の中で劇物から除  
外された一岬（六－クロロー三一 ビリジルメチル）－N－ニトロイミダゾリジンーニーイ  

リデンアミン（別名イミダクロブリド）一二％以下を含有するマイクロカプセル製剤につ  

いて、現在、我が国で流通しているものは下記のとおりであるので、業務の参考とされた   

なお、同旨の通知を社団法人「1本化学工業協会会長、全国化学工業薬品団体連合会会長、  

日本製薬団体連合会会長、社団法人日本薬剤師会会長及び社団法人日本化学工業品輸入協  

会会長あてに発出することとしていることを申し添える。  

・・しL   

l．マイクロカプセル製剤の形状等  
一一－（六－－クロローエーピリジルメチル）－N一ニトロイミダゾリジンーニーイ リ  

デンアミ ン（別名イミダクロブリド）を含む組成物を、多価イソシアナートと多価ア  

ミンを原料として界面重合法により形成するポリウレアにより被覆した、粒子径が数  

〃mから数百⊥Jmのマイクロカプセルを含有する製剤であり、顕微鏡観察によりカプ   

セルの形成を確認でき、かつ、急性経口毒性のLD5。が2，000mg／kg以l二のもの。   

2．販売名  

ハチクサンMC  

3．販売元  

バイエルクロツプサイエンス株式会社  

研究開発本部登録センター部エンバイロサイエンスグループ  

東京都千代田区丸の内1－6－5 丸の内北口ビ／レ  

TE L 二 0二3－6266…73 7 7   



議題17 2ジフェニ′し▼アセチ′しml 、：う】インゲンシ オンの毒性試験の取扱いについて  

【経緯】  

1．2－ジフェニルアセチルー1、3一インダンジオンは、  

毒物として、2】ジフ ェニルアセチルー1＿3一インダンジオン及びこれを含有する製剤。ただ  

L、2－ジフェニルアセチルー1＿3－インダンジオン0，005％以下を含有するものを除くこ  

…毒物及び劇物指定令第1条13〔り2号  

劇物とLて、2－ジフェニ′レアセチ′レー1、3－－インダンジオン0．005（ね以下を含有する製剤  

…毒物及び劇物指定令第2条47の2号  

で既に指定されている。  

2．企業から、配合濃度下限値設定の変更による指定除外の申請が、試験データをもってなされ、  

劇物の2－ジフェニルアセチルー1＿3鵬インダンジオン0．005％以下を含有する殺そ剤は、  

普通物としたい意向であるで二（参考資料）  

3．平成18年度第1回毒物劇物調査会（開催日 二平成18年8月1日）iこて審議され、2－ジフ  

ェニルアセチルー1．3－インダンジオンが、0．1％より多く配合されている物質は毒物、0  

005％より多く0．1％以下の物質は劇物、0．005（うも以Fの殺そ剤は劇物から除外すること  

が適当と判断されたし〉  

4．また、平成18年度第1回毒物劇物部会（開催日：平成19年3月19日・）にて審議され、  

当該毒物は、殺そ剤おいて、血液抗凝固作用による致死的な作用がある。0，005％製剤を3  

日間から、5日間連続して投与するとネズミは必ず死にますという効能を謳っている。しかL、   

急性経口毒性試験では1回5000mg几g投与すなわ‾ら、体重200gのラットにすると1g  

相当を食べても全く毒性徴候も死亡例も見られないという結果を得ている。  

他の試験データとしては、血液抗凝固作用に関するものが必要ではないのかとの意見があったて  

当該殺そ剤の作用機序  

①クマリン誘導体の抗凝固性殺そ剤であり、ワルフ7リンと同じく血液凝固力スナードに  

おけるビタミンK依存性凝固因子の減少iこより、血液凝固能力の低下が殺そ効果となっ  

ている仁  

②血液凝固能が低下する量の毒餌を継続的に摂取させることにより、毛細血管抵力の減少  

が生じ、血管障害による内出血で中毒死するとされている。  

③ このため、1回の大量投与で血液凝固能が→時的に低下したとしても、その後、凝固能  

が回復してしまえば、内出血効果が生じなくなるものであるっ  

当該部会の結論は、調査会の結論を踏襲することとし、事務局の最終的な判断を情報提供する  

こととなった。   



5．当該部会終r後、部会長、調査会良他事務局を含め、今後の対応を検討したところ、以下の判   

定基準で評価することし、申請のあった企業に当該内容を提示 し、追加の試験データを要求し  

た（平成19年9月26日）。  

2－ジフェニルアセチルー  1∴トーインダンジオンの毒性」血液抗凝掛作用）に対する安全性は、  

2－ジフェニルアセチルー1，3－インダンジオン0．00  5％製剤にて、5日間の反復投与（殺  

そ効果試験の結果から影響が現れる口数）   における無毒性量（NOAEL）を求める。  

NOAELが3000m  （単回投与急性経口毒性試験における劇物から  の製剤除外の値（LD50）  

と一致）／′目であること。）  

6．申請のあった企業は、当該試験デー タの提示の指示を受け、試験の実施を検討したところ、平  

成19年9月30日に当該試験を実施するには至らず、試験データの提出が毒物劇物の判定基  

準に基づいた従来の方法により実施しない限りは困難であり、試験データの提示はない．⊃  

【結論】  

・2－ジフェニルアセチルー1、3－インダンジオンの配合濃度下限値設定の変更による指定除外の   

件においては、本来は、従来どおりの毒物劇物の判定基準に基づいて、判断するところであるが、   

当該毒物劇物の判定を特例としたが、当該試験を実施するには至らなかった。   



2－ジフェニルアセチルーl，3－インダンジオンを含有する製剤の  

毒物及び劇物取締法に基づく毒物及び劇物の指定見直について  

名称  

（英語名）2－diphenylacetyト1，3rjndandione  

（日本名）2－ジフェニルアセチルー1，3－インダンジオン  

経緯   

現在、2－ジフェニルアセチルー1，3－インダンジオンは毒物及び劇物指定令   

第一条の13の2引こ毒物に、0．005％以下の製剤は第二条の47の2号で劇物にそ   

れぞれ指定されている。  

今般、新たに製剤の毒性試験が実施され、試験結果が提出されたものである。  

用途  

殺そ  

物理化学的性状  

別紙1を参照  

毒性  

別紙2を参照  

事務局案  

2－ジフェニルアセチル【l，3－インダンジオン及びこれを含有する製剤（ただし、   

2一ジフェニルアセチル【l，3－インダンジオン0．1％以下を含有するものを除   

く。）は、「毒物」に指定し、2－ジフェニルアセチルー1，3－インダンジオン0．1％以   

下含有する製剤（ただし、2－ジフェニルアセチルー1，3－インダンジオン0．005％   

以Fを含有する殺そ剤は除く。）は、「劇物」に指定することが適当と思われる。   



物理的化学的性質  

（英語名）2－diphenylacetylul，：トindandione  

（日本名）2－ジフェニルアセチルー1．3－インダンジオン   

式   C2二うH16（⊃二う   

＼0，   82－66－6   

去番号  

3・40．37   

拘化学的性状  

淡黄色、結晶性粉末  

145～147℃   

（g／cm二う）   1．2 81   

王   2．1×101pa（20℃）   

ヘブタン   0．18  

アセトン   2．9  
窪（g／100g）  

エタノール   0．21  

クロロホルム   20，4   

搾度（g／100g）   1．18×10ヰ   

生  

生   融点以下では安定   

生及び発火性  

ード   3 80 8．90  



毒性   

原体  

召  供試動物   試験結果   備考   

「  ラット   ♂LD5（）：1．93mg／kg  北海道立衛生研究所（1971）  

♀l，D5一，：2．70mg／kg  

ラット   ♂l」D5り：43．3mg／kg  鳥取大学農学部（1972）  

♀l」D5。：22．7mg／′kg  

マウス   ♂LD50：30．Omg／kg  鳥取大学農学部（1972）   

♀LD5。：28．3mg／kg  

試験の  

急惟経口毒ノ  

製剤（0．5％）  

稽  供試動物   試験結果   備考   

十  ラット   ♂♀LD50：500mg／kg   （財）化学物質評価研究機構  

（GLP2006）   

試験の  

急性経Lj毒  

製剤（0．1％）  

垂類   供試動物   試験結果   備考   

性   マウス  死亡率：   日本環境衛生センター  

6700mg／kgのみ10％   （1972）  

ウサギ  刺激性あり（72時間後には  日本環境衛生センター  

解消）   （1972）   

製剤（0．005％）  

垂類   供試動物   試験結果   備考   

性   ラット   ♂♀LD50：   （株）臨床医科学研究所  

5000mg′／kg以上   （Gl」P1987）   

性   マウス  ♂♀LD50：   （株）臨床医科学研究所  

5000mg／kg以上   （GIJP1987）   

性   マウス  ♂♀LD50：   （株）臨床医科学研究所  

2000mg／kg以上   （Gl．P1991）   

激性   ウサギ  陰性   （株）化学品検査協会  

（GLP1987）  

モルモット  陰性   （株）臨床医科学研究所  

（GLP1991）   

試験の手  

急性経口毒  

急性経［1毒  

急性経度毒J  

皮膚一次刺、  

皮膚感作性   


